
【2026 年度/専門科目領域/専門科目群/人間コミュニケーション学科】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

神経科学・脳科学とコミュニケーション  選択 2 2.3 後期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

宇賀 美奈子 B302 m.uga 火曜日 12:10～12:50 

授業の目的・概要 

＜目的＞人間コミュニケーション学科のディプロマポリシーにある「豊かな人間観」と「多様性を尊重 

する姿勢」を育むため、多角的な視野を培い、異なる背景や視点を尊重できる、多様な自己表現・コミ 

ュニケーションの実践を体験する。 

＜概要＞この授業では、「神経科学・脳科学」というテーマを社会的観点から捉え、神経科学・脳科学的

な知見がコミュニケーションにおいてどのような特徴や功罪を持つのかを、さまざまなワークを通して

体感的に理解します。さらに、自分自身の情緒や感性を豊かにし、それらを社会実装へと展開する可能

性について考察していきます。  

授 業 形 式 ・ 方 法 

☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 ☑演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   ☑ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
☑ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
コミュニケーションに関して、ヒトの体の仕組みから読み解いていく授業であるため、苦手意識を持た

ず積極的に体感していってもらいたい。 

教 科 書 指定しない。 

参 考 書 授業を通して適宜紹介する。 

外 部 教 材 授業を通して適宜紹介する。 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① コミュニケーションにおいて脳や神経系の働きが関与することを理解し、説明できる。 HC(1)、(3)、(4) 

② コミュニケーションにおける脳や神経系の働きの影響を理解し、説明できる。 HC(1)、(3)、(4) 

③ 
コミュニケーションにおける脳や神経系の働きの影響を理解し、自身のコミュニケーシ

ョンに応用できる。 
HC(1)、(3)、(4)、(6) 

④   

⑤   

⑥   

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 
オリエンテーション  

神経科学・脳科学とコミュニケーションとは 
講義・演習 

講義と授業中の演習に基づい

た課題に取り組むことで授業

内容を復習する。 

４ 

2 知覚と錯覚 講義・演習 
４ 

3 注意と認識 講義・演習 
４ 

4 反応時間と脳処理速度 講義・演習 
４ 

5 記憶と正確性 講義・演習 
４ 

6 先入観と認知バイアス 講義・演習 
４ 

7 言葉と意思決定 講義・演習 
４ 

8 脳と情動 講義・演習 
４ 

9 言語と非言語 講義・演習 
４ 

10 ミラーリングと共感 講義・演習 
４ 

11 ストレスと生体反応 講義・演習 
４ 

12 睡眠と認知能力 講義・演習 
４ 

13 集団と同調 講義・演習 
４ 

14 理解と情報設計 講義・演習 
４ 

15 神経科学・脳科学とコミュニケーション 講義・演習 
４ 



【2026 年度/専門科目領域/専門科目群/人間コミュニケーション学科】 

試 定期試験は行わない    

 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

0 0 0 0 100 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 0 0 0 0 20 20 

思考・推論・創造する力 0 0 0 0 30 30 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 5 5 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 10 10 

コミュニケーション力 0 0 0 0 5 5 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 10 10 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 20 20 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

レポート 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

成果発表 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

① ✓ 

各回の演習内容をまとめて考察する課題を出題する。課題の内容と

取り組みで評価する。 

課題はコメントと評価を付し

て返却する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④  

⑤  

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 なし。 

教員の実務経験 なし。 

実践的授業の内容 なし。 

そ の 他 

 本講義は対面授業だが、連絡・資料配布・課題提出等に Teams を利用する。 

 指示もしくは許可の有る場合を除き、課題の成果の大部分が生成 AI の出力であると判断される場

合は評価を減じる。 

 止むを得ずシラバスの変更が生じる場合は授業・Teams 等で周知する。 

 


